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 要 旨   
 肝臓によるエタノール代謝はメカニズムはわからないが肝臓を傷害し、末梢器官に影響

を与える寿命の短い活性酸素種を発生させる。筆者らは、生物学的に活性な酸化脂質の循

環への放出により、肝臓の酸化ストレスの拡散が発生すると仮定した。筆者らは、

Lieber-DeCarli のエタノール食を投与したラット、アルコール性肝炎や脂肪性肝炎患者の

血漿で tendem mass spectrometry でこれについて調べた。この結果、慢性的にエタノール

摂取させたラット血漿において炎症性で細胞死を促進する酸化的に切断されたリン脂質で

ある過酸化ホスファチジルコリン、強力な炎症性メディエーターである血小板活性化因子

が数倍、上昇していることが見いだされた。循環型過酸化リン脂質はヒトの脂肪性肝炎患

者でも増加していた。しかしながら、これらの脂質の出現とエタノール暴露、肝臓の酸化

傷害、肝障害マーカーとなる血漿のアラニントランスアミナーゼとの相関がなく、肝臓の

エタノール異化で生じた活性酸素種が循環型酸化リン脂質の直接的な原因ではなかった。

循環型酸化脂質はむしろ脂肪性肝炎や肝臓の tumor necrosis factor-αとの相関が見られ

た。浸透圧調節物質である 2-aminoethylsulfonic acid（タウリン）は肝臓の小胞体ストレ

スや炎症を減少させるが、抗酸化物質ではなく、肝障害と循環型酸化リン脂質増加を軽減

する。このように循環型酸化リン脂質はエタノール異化に関連した酸化ストレスとは時間

的に異なる脂肪性肝炎のマーカーであることがわかった。循環型酸化的切断リン脂質は慢

性エタノール暴露の影響に関連する炎症及び細胞死促進メディエーターである。 
 
 
 
 

 




